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                                                       IRC 委員会 

２００７年１月３１日 

本通達は先の１月１１日付通達に代わるものです。 
１． HHB に関して 
   HHB はその艇がレース中に積む全てのヘッドセールのトップ長さの内最も長いものの値です。 

したがって、艇に搭載する全てのヘッドセールのトップ長さの計測が必要です。 

 
2007年の申請では HHBが０．０９もしくは０．００８LLより小さければペナルティーは受けませんので、 

デフォルト値を入力して下さい。LL はその艇の最大面積を持つヘッドセールのラフ長さです。 

 
   HHBが上記規定値を越えている場合、その差の５倍がHSAの計算に使われるLLに加えられペナルティ

ーが科されますが、その計算はRORC／UNCL（レーティングオーソリティー）の持つプログラム内のみで

行なわれ、その結果がHSAの値としてIRC証書に記載されます。ですから、IRC申告書で申告するLL値は

実際のセール計測値を記入してください。また、同申告書（エクセルシート）で自動的に計算されるHSAは、

HHBのペナルティーによるLLの修正は反映されていないことに注意して下さい。 

 
   又、２００６年の証書を 更新する場合は 全ての HHB が 上記数値を超えていない事の確認が 

必要になります。超えている場合は 更新申告時に 明記して下さい。 

 

２． スピンの枚数と種類に関して 

   IRC 申告書にあるスピネーカーの申告で、対称と非対称それぞれの数を記入するようになっていますが、

TCC に影響するのは、その総数のみとなります。 

 
   対称／非対称のスピンの寸法に関しても、TCC に影響するのは最大 SPA のみです。ですから、対称と非

対称の数の割り振りは総数が同じでしかも面積が全て最大 SPA 以下であれば、どのような組み合わせ

でも構いません。ただし、記入ミスやスピンの条件の適合可否等をチェックし易くするために、できるだけ

実際の情報を入力することをお願いします。 

 


